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特 集
OuSカ リキュラムの開発

『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第14号 (2010)

【特集 OUSカ リキュラムの開発(0】

1  は じめに

漢字の習得は日本語学習者にとっても、学習を支援

する教師にとっても、引き続き日本語学習・教育の重

要なテーマとなっている。大阪大学留学生センターで

は現在新たな日本語教育システム (以下、OUシステ

ムと呼ぶ)を開発しているが (西 口 2010a)、 同シス

テムの中に漢字の学習と教育をどのように位置づける

かはシステム開発の重要な部分となる。本稿では、O
Uシステムという総合的な教育システム開発の中で、

漢字の学習と教育をどのようにデザインしたかについ

て論じる。

2 0Uシ ステムにおける漢字学習

2-1 教科書での漢字使用と漢字学習

言語は、口頭モー ドと書記モー ドという2つの様

西 口 光一 *

式で具現化される。アルファベット系の文字を使用す

る言語ではそれらの文字を学習した後は、いわゆるス

ペリングのみが課題となる。しかし、日本語の場合は、

そうは簡単にはいかない。日本語では、表意文字であ

る漢字を意味を担 う重要な部分で使用し、語の付属的

な部分や文法要素の部分を表音文字である平仮名が担

うという表記法が基本となっている。 したがつて、高

度な水準まで日本語を習得したい場合は、漢字の学習

は避けて通ることはできない。

日本語教育の歴史を遡ると、オーディオリンガル法

の時代のように、口頭言語中心主義の考え方に基づい

て、教科書ではローマ字表記で日本語が提示され、音

声教材などで提示される音声言語を通して口頭日本語

を学習することが優先され、文字の学習や書記日本語

の学習が (場合によっては基礎 日本語学習の終了まで)

遅延される時代があった。現在では、そのような方式

を採る教材や教育課程はまれで、日本語学習者は、学

漢字学習ロー ドマップと漢字マスタリー学習システムの開発

要  旨

従来の漢字教育では教科書等の主教材での漢字学習と漢字教材での漢字学習は必ず しも十分に関

連づけられていなかった。本稿では、従来の日本語能力試験 2級漢字 1023字を 6段階に分けて、

各漢字に最も基本的と考えられる漢字語を配当して漢字学習のシラバス (漢字学習ロー ドマップ)

を作成 し、それに基づいて開発された漢字教材 とウェブでの漢字学習システムについて論 じる。

新たな漢字教材は、教科書等での漢字学習と併せて複線的な漢字学習システムを構成すること、

同教材に準じて開発されたウェブでの漢字マスタリー学習システムとともに利用することで漢字

知識を一定水準まで平準化するための補充学習を有効に行 うことができること、及び漢字ロー ド

マップにはそれを参考にしつつ中級以降の教材作成を合理的に行 うことができるとい う利点があ

ることを明らかにした。

【キーワー ド】漢字の学習と教育、マスタリー・ ラーニング、e‐ learning、 複線的アプローチ、

日本語能力試験
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習初期から、音声教材や教師や他の学習者が話す日本

語により口頭 日本語に接し、同時に教科書等の印刷教

材やハンドアウトで提示される日本語や教師の板書な

どで書記日本語に接する。つまり、学習者は学習初期

から一貫して、口頭と書記の両モー ドで日本語に接し

て、日本語習得を進めていくようになっている。

大部分の基礎 日本語 (初級日本語)教科書では、常

用漢字に基づく表記法を基本としながらも何らかの漢

字制限がなされている。しかしたいていの場合、どの

ような方針で漢字使用が制限されているかは明記され

ておらず、また書記日本語習得のための配慮に基づく

漢字使用の制限が行われているとも見受けられない。

現在開発中の基礎 日本語教材 (西 口 2010b)では、

大量の複雑な漢字に接することによる無用の心理的負

担を回避することと漢字と接することによつて漢字仮

名交じり文の中で漢字に剛1染むことのバランスを考慮

して、一定の方針 1に基づいて漢字使用を制限した表

記法でテキス トを提示している。この表記法は学習者

に対しては、漢字使用を制限した日本語の表記法の一

つの見本となることも意図されている。

一般の教科書を使用した教育課程では、学習語彙の

中から適当と思われる漢字語が選ばれて、漢字学習が

行われる。OUシステムでは、上記のような漢字制限

をした教科書等に準拠した類似の漢字学習と、独自に

開発した漢字教材による漢字学習が並行して行われる。

2-2 教科書等と漢字教材による複線的な漢字学習

基礎段階からOUシステムの下で日本語を学習する

場合は、基礎日本語 Iの課程では、漢字の学習は教科

書で学習しつつある個々の語や句について書記モー ド

でもそれらを再生 。認識できるようになることを主眼

として行われる。ただし、漢字の字形の複雑さから、

指導の中心はさまざまな字形素とその組み合わせに留

意しながらさまざまな漢字の字形に習熟することに置

かれる。この段階では、大部分の漢字は、本来は表意

文字なのだが、表意文字としての語彙的な連関がまだ

ないため、特定の音声系列を書写するもう一つの文字

というような位置づけにならざるを得ない。基礎日本

語Ⅱの課程でも、漢字学習は基礎日本語 Iの場合と同

様に教科書に準拠 した形で行われるが、それ と並行 し

て独 自に開発 した新たな漢字教材による漢字学習を開

始する。そ して、そのような教科書等 と漢字教材 との

複線的な漢字学習は中級 日本語まで続いていく。

2-3 新たな漢字教材

新たな漢字教材の開発に当たつては、従来の日本語

能力試験の漢字シラバスを参考にした。従来の日本語

能力試験の漢字シラバスでは各級での学習漢字は表 1

のようになっている。

表 1 旧日本語能力試験における漢字

級 4級 3級 2級 1′及

漢字数 103 181 739 1017

累 計 103 284 1023 2040

各学習漢字についてそれが使われる最も基本的な語

彙を充当して、漢字と語彙の観′点から日本語能力試験

の漢字シラバスの各水準の内容を検討したところ、特

段の変更の必要性は認められなかつた。一方、 2級

水準以上の漢字については、多数の漢字の知識が必要

と考えられる人文科学や社会科学を専門とする学生の

場合でも、すべてが学習者共通に必要であるとは考え

にくかった。また、 2級水準までの漢字の知識とそ

れに関連する漢字語の知識と読解能力があれば、学習

者は自分の専門分野の文献等を辞書などの助けを借 り

ながらも自力で読み進めることができ、 2級水準以

上の漢字はそうして自分の分野のテキス トを読みつつ

学習していくのが有効であると′思われた。以上のよう

な観′点から、日本語能力試験の漢字シラバスを基本と

して採用することとし、 2級水準の 1023字までを新

教材の学習漢字として選定した。

2-4 6段階の水準設定

従来の日本語能力試験の漢字シラバスを基本として

採用 した新たな漢字教材では、 4級の 103字を第 1

水準漢字、 3級の 181字を第 2水準漢字とした。問

題は、2級の 739字をどう段階づけるかである。
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日本語能力試験の漢字シラバスと語彙シラバスを検

討すると、 3級の語彙でありながら3級までの 284

の漢字で表記することができない語彙が多数あること

がわかる。つまり、 3級語彙なのに 2級の漢字を使

用しないと表記できない語彙が多数あるのである。こ

のような 3級語彙を表記するために必要な 2級漢字

に目をつけたところ 300字以上あった。そこで、そ

の種の 2級漢字の中から3級の熟語を表記するため

に必要な漢字 (186字)と 、熟語以外で仮名書きをす

ると語の判別に比較的大きな支障が生じると判断され

る 3級語彙を表記するために必要な漢字 (45字)を

第 3水準の漢字として選ぶこととした。その結果、

第 3水準の漢字として 231字の漢字を得た。これで、

累計 515字 となる。

次に、第 4水準として、表記において 3級水準ま

での漢字を含む 2級の熟語で使われる2級漢字を中

心に選定した。その結果、177字を得た。これで累計

692字 となる。

残る 331字の漢字については、第 5水準より先に

第 6水準漢字として、当該漢字の代表語彙の使用範

囲が限定されている漢字と、訓読みの動詞と形容詞で

仮名書きをしても語の判別に大きな支障がないと判断

される語彙で使用される漢字を選定した。その結果、

第 6水準漢字として 113字の漢字を得た。そして、

残 りの 218字を第 5水準の漢字とした。

以上の結果、表 2のような 6段階に分けられた学

習漢字を得た。

表 2 新漢字教材における学習漢字

水 準 1 2 3 4 5 6

漢字数 103 181 231 177 218 113

累 計 103 284 515 692 910 1023

中国語においては漢字は表語文字であるが、 日本語

では漢字は表語文字ではなく、意味を担いつつも語を

表記するための文字の一種である。そこで、各漢字に

ついて漢字学習のために必要な最小限の漢字語 (漢字

を伴って表記される語)を配当した。漢字学習をでき

る限り容易にするために、漢字語としては、最も基本

的と判断される語彙を選んだな こうして得られた漢字

と漢字語のシラバスが巻末の「学習漢字と学習漢字語

の一覧表」である。新たな漢字教材はこのようなシラ

バスに準じて作成された。こうして作成された教材は、

学習者の一般的な日本語力を背景としつつ語彙 (漢字

語)知識に依拠しながら、それらを表記する漢字を1頃

次に学習するというアプローチの漢字教材となつてい

る2。

2-5 漢字学習ロー ドマップの必要性

言うまでもなく、以上の水準づけの作業は、従来の

日本語能力試験の漢字と語彙のシラバスを基本資料と

しながらも教育経験に基づく漢字学習の効率性の観点

から行われたものであり、客観的な資料に基づいて行

われたものではない。個別の判断について異論がある

かもしれないし、そもそもの判断の仕方についても議

論の余地があるかもしれない。 しかし、何らかの客観

的資料に基づいてこうした作業を行うことができるま

で待つていては具体的な教材開発や学習システム作り

を進めることができないという実際的な必要性から、

このような方法も是認されてよいであろう3。

いずれにせよ、教育実践上重要なことは、一定の妥

当′
l■のある明確な漢字学習のロー ドマップ (段階的に

分けられたシラバス)を明らかにして、それを学習者

に提示することと教師間で共有することである。そう

することで学習者も教師も漢字学習の全体的な見取り

図を見ることができ、また現状を評価し、今後の学習

の指針を得ることができるのである。また、日本語学

習の重要な部分である漢字についてこうしたロードマッ

プを得ることは、カリキュラム作成や教材作成の上で

も大きな意味を持つ。 この点については、第 3節で

議論する。

2-6 複線的アプローチ

教科書等と漢字教材とのこのような複線的な漢字学

習のシステムで、教科書等での漢字学習と漢字教材で

の漢字学習は、各々どのような役割を果たす力、

漢字の段階的な学習という観点から言うと、教科書
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等に準拠した漢字学習は、漢字の予備的な学習と位置

づけるのが適当であろう。教科書等に準拠して漢字を

学習するということは、教科書等で順次提示される語

の範囲で漢字を学習するということである。そのよう

な漢字学習では、漢字を段階的にすべて学習すること

はむずかしい。例えば、日本語能力試験のシラバスで

4級漢字とされている「東」「西」「南」「北」という4

つの語すべてを基礎 (初級)前半教科書の会話文や本

文で提示することは非常にむずかしい。また、 3級

漢字とされている「林」「森」「町」「村」「鳥」などの

語をもれなく基礎 (初級)教科書で提示することも困

難であろう。本来であれば漢字学習も組織的に進める

ことができるような教科書等を作成することができれ

ばよいとの考え方もあるが、一般に教科書等は提示す

る文型 。文法や扱 う言語活動やテーマなどを柱として

作成されるところから、これらと併せて漢字も組織的

に学習できる教材を作成するのはきわめて困難である。

その一方で、経験ある教師であれば認識しているよう

に、大部分の漢字は一度きりの学習では十分に習得で

きるものではない。

以上のような事情から、教科書等での漢宇学習は教

科書等の偶然性の範囲で適切と思われる事項について

適宜に行って予備的に漢字の知識を蓄積していって、

そうした蓄積の上で、漢字教材のほうで、教科書等で

扱われなかつた漢字を含めて当該段階の漢字を再学習

して当該段階の漢字をすべて完全に習得するという複

線的なアプローチが有効であると判断されるのである。

3 漢字学習 とカ リキュラム

3-1 水準別漢字教材の有効性

前節で論じたような複線的なアプローチを採用する

ならば、漢字教材の方は、どのような教科書等との組

み合わせでも利用できるという汎用性を持つことにな

る。このことは、カリキュラム作成や教材作成の上で

も大きな意味を持つ。

周知のように中級段階になると、初級段階の口頭言

語中心の日本語学習とは対照的に、書記日本語の学習

や書記日本語的な日本語表現の学習の比重が一気に高

まる。そのような中級段階の日本語学習で十分な成果

を上げるためには、一定以上の漢字の知識が不可欠で

ある。海外の大学や国内外の日本語学校や自学自習な

どで基礎 (初級)日本語を学習した経歴がある者の場

合、実際に身についている日本語力や文型・文法や語

彙の知識はまちまちである。そして、身につけている

漢字の知識もさまざまである。このように日本語力や

漢字の知識で多様になっている学習者集団を、中級段

階で同一のカリキュラムで学習させるというのは、学

習者と教師ともに非常にむずかしい。そこで、さまざ

まな知識や能力の中でも中級段階での学習で重要な基

礎となる漢字について一定水準までの知識を平準化し

たらどうかという考え方が出てくる。そして、新たな

漢字教材とそれに準拠したウェブでの漢字マスタリー

学習システムの組み合わせはそのような要請に応える

ことができるのである。

3-2 漢字マスタリー学習システム

留学生センターでは、OUシステムの中の漢字学習

のための重要なコンポーネン トとして、新たな漢字教

材に準拠した、ウェブでアクセス可能な漢字マスタリー

学習システムを開発した。

漢字マスタリー学習システム (以下、KMLシ ステ

ムと略称する)は、いわば漢字の「シラミつぶし」学

習システムである。先に論じたように新たな漢字教材

では 1023字の学習漢字が 6つの水準に分けられてい

る。そして、巻末資料にあるようにそれぞれの学習漢

字について学習漢字語が特定されている。KMLシ ス

テムでは、各水準に分けて、当該水準の漢字をすべて

正解してつぶしていく「シラミつぶし」学習の機会を

提供する。

具体的には、学習者はまず新たな漢字教材 (印刷教

材)で 1つの水準の学習を進める。その学習が終了

したところで、ウェブ上の当該水準のKMLシ ステム

に入つて、例文の中で漢字語の形で出題される問題に

答えていく。 1つの漢字語について 2度正解するこ

とができると、その漢字語は出題から外される。それ

ぞれの漢字語はそれに含まれる学習漢字と関連づけら

れてお り、 1つの学習漢字に関連するすべての漢字
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語が出題から外されたところで、当該の漢字語は「習

得 した」と見なされ、「シラミつぶし」リス トで 「既

習」として反転する。すべての学習漢字について「既

習」として反転したところで当該水準の「シラミつぶ

し」学習が完了することになる。現在は、漢字の読み

方についてKMLシステムが完成し、使用可能となつ

ている。

3-3漢字教材と漢字マスタリー学習システムによる

補充学習

留学生センターでは、新たな漢字教材とKMLシス

テムを入学が決定した学生にあらかじめ紹介 し、本セ

ンターで提供している日本語クラスのレベルと漢字教

材の水準の対応表を作成して一定水準までの漢字学習

を完了していなければ特定のレベルの日本語クラスに

入ることはできないという通知をすることを計画して

いる。その上で、来同時に改めて水準毎の漢字学習達

成度テス トを実施し、必要な漢字知識が不足している

場合は早急の補充学習を指示する予定である。KML

システムと併せて、漢字学習達成度テスト自動作成シ

ステムもすでに完成している。

3-4 漢字学習ロー ドマップと中級以降の教材作成

漢字学習ロー ドマップとKMLシステムは、中級以

降の教材作成についてもメリットがある。漢字学習ロー

ドマップを得ることで、教材作成者は個々の漢字と漢

字語について学習漢字の水準表を参照していずれが既

習・未習であるかを明確に判断することができる。そ

うすることで、使用する漢字や漢字語を適切に制限し

たり、一定の方針に基づいて教材にルビを振つたりす

ることができる。また、学習指導上でも、すでに習得

しているべき漢字や漢字語を特定の学習者がしばしば

未習得であつた場合に、その学習者に漢字教材 と

KLILシステムによる学習をするようにと指導するこ

とができる。

4 結び

以上、教科書等の主教材と新たな漢字教材との関係、

新たな漢字教材の概要、そして新たな漢字教材に基づ

く漢字マスタリー学習システムとその活用法と意義に

ついて論じてきた。新たな漢字教材の具体的な内容や

同教材を使つた漢字指導の方法や、漢字教材と漢字マ

スタリー学習システムによる補充学習の効果や学習者

による評価などについては、今後実際に使用した上で、

稿を改めて論じたい。

付記

本研究は平成 21年度科学研究費補助金基盤研究 (B)

「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新たな

日本語教育スタンダー ドの構築」(課題番号 21320093

研究代表者西口光一)の助成を受けて行つた。

注

1.例えば、基礎 日本語 Iの教材では、漢字使用の

制限については以下のような基本方針を採用 し

た。

(1)「大きい」「小さい」「古い」「新しい」「好き」

「親切」「上手」などの基本的な形容詞以外は形

容詞は仮名書きを基本とする。

(2)「行く」「来る」「食べる」「飲む」「作る」な

どの基本的な和語動詞以外は和語の動詞は仮名

書きを基本とする。

(3)そ の他に「たいへん」「いろいろ」「ぜんぶ」

「かさ (傘 )」
「カゼ (風邪 )」

「子ども」「友だち」

「ごはん」「朝ごはん」など漢字を使用しない表

記がしばしば行われる語や漢字で表記 しなくて

も誤解などが生じにくい語はそのような漢字使

用を制限した表記を採用する。

2.具体的な漢字教材の内容や指導方法については、

本稿の目的ではないので、その紹介は別稿に譲

りたい。

3.客観的な資料に基づいてシラバスを作成しよう

とする場合は、どのような客観的資料をどのよ

うに組み合わせて学習漢字を割 り出すのが適当

か、使用する客観的資料自体の信頼性と妥当性

に問題はないか、などさまざまな課題を解決 し

なければならない。 さらに、漢字調査の資料 と
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語彙調査の資料をどのように組み合わせるかや、  参考文献

学習者の日本語習得とりわけ語彙習得の経路を  西口光一 (2005)『例文で学ぶ 漢字と言葉 2級編』

どのように客観的な資料に基づいて想定するか   スリーエーネットワーク

など、なお一層複雑な問題も関わつてくる。そ  西口光一 (2007)『例文で学ぶ 漢字と言葉 3級編』

のような事情で、仮に何らかの客観的な資料に   スリーエーネットワーク

基づいて学習漢字の割り出したとしても、いつ  西口光一 (2010a)「留学生大量受け入れ時代に向け

まで経っても信頼性や妥当性の問題が残つてく   た日本語教育システムの開発」『多文化社会と留学

るであろう。                    生交流』第 14号,pp.1‐6

西口光一 (2010b)「 自己表現活動中心の基礎日本語

教育 一 カリキュラム、教材、授業」『多文化社会

と留学生交流』第 14号,pp.7‐20
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